
事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

足指力測定者数

R02年度
目標値

H30年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

650

改革・改善
策等の具体
的内容

課題（問題点）

A　現行どおり担当課の評価

あしゆびプロジェクトの取組を更に多くの市民に知ってもらうためには、どういった媒体や機会
を活用するか等、アプローチの仕方に工夫が必要。

（成果の概要）

令和元年度においては、「あしゆびプロジェクト」の取組を、市内外および各関係機関等に周知
するためのカラー版のリーフレットを作成。

令和元年度は、公立就学前施設でのプロジェクトの取組に関する報告会として「あしゆびパーク」を関係課と連
携して開催するとともに、東陽ふれあいフェスタ、39健診、出前講座、市民体育祭などで足指力測定を実施した
ことにより、足機能の重要性やプロジェクトについての周知を行うことができた。

第4次総合計画
の位置づけ

施策の展開方向政策名 基本施策名

足機能の低下によるつまずき、転倒、移動能力の低下を防ぐために、足機能の
重要性を引き続き啓発をしていく必要があるため。

611

H29
（決算額）

人 －

直近の改善点

(指標を設定できない理由）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 － 868

R02
(予算額）

829

H30
(決算額）

R01
（決算額）

2,896

8298682,448うち市負担分（千円）

　（事業の目的・趣旨）

あしゆびプロジェクト事業（健康づくり課） 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

健康寿命延伸のためには、加齢に伴う身体機能低下を予防し、生活の質の維持向上を図ることが重要である。特に下肢筋
肉量の減少は、つまずき、転倒につながりやすく、移動能力を低下させ自立の妨げになる。一般市民を対象にした健康教
育等により、足機能の重要性を理解するとともに、自らの健康状態を把握し、運動の動機づけを行う。

衛生委員会共催の健康教室や市民体育祭等の市内イベントにおいて参加者に足指力測定を実施することで、
足機能の重要性やあしゆびプロジェクトの取組の周知を行う。

　（事業概要等）

備考

単位
R01年度
実績値

620

H29年度
実績値



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】

（左記評価の理由）

188

単位

202

R01年度
実績値

900

H29年度
実績値

　（事業の目的・趣旨）

健康管理事業 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

健康の維持増進のために、健康に関する知識の普及や健全な生活習慣行動につなげることを目的とする。

子育て世代や働き盛りの世代をターゲットにした運動講座を実施。
令和元年度は「いずみおおつ健康食育計画」の策定を実施。

　（事業概要等）

備考
H30

(決算額）
R01

（決算額）

969

1,0615,758794うち市負担分（千円）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 1,059 6,038

R02
(予算額）

1,654

健康の維持増進のため、新型コロナウイルス感染症の感染症拡大防止対策
を講じた上で健康に関する知識の普及に努める必要があるため。

1,322

H29
（決算額）

人

120

1,550

上記受講者のうち子育て世代を対象とした参加者

直近の改善点

(指標を設定できない理由）

平成30年度からは、より参加しやすいよう参加負担金を無料とし、保育利用者のみ費用を徴
収することとした。
筋トレ講座については、自分の筋肉量を知り、改善方法を認識してもらうために、30年度から
は体組成測定の保健指導を加えた。

子育て世代を中心とした運動教室は保育付きのため、定員に達するものが多い状況である。平成29年度から
実施している筋トレ講座も休日の開催日を設定しているので、ターゲットとした男性の参加もあり、参加者アン
ケートも概ね満足度が高い。

第4次総合計画
の位置づけ

人

783

施策の展開方向政策名 基本施策名

改革・改善
策等の具体
的内容

課題（問題点）

B　要改善

感染症予防対策として教室開催時の三密を避けるため、参加定員を現在の6割程度に調整
するとともに、各家庭でも健康づくりに取り組めるよう動画の配信やリーフレットでの啓発を行
う。

205

担当課の評価

講座に参加した人が運動を日常生活の中で継続できるような働きかけや取り組み。
健康無関心層への働きかけ。
新型コロナウイルス感染症の影響で一部事業の実施が制限がされているものもあるため、令
和2年度の目標値についてはその影響も考慮している。

（成果の概要）

健康教育受講者数

R02年度
目標値

H30年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

1,803



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】

（左記評価の理由）

健康診査

R02年度
目標値

H30年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

518

改革・改善
策等の具体
的内容

課題（問題点）

A　現行どおり

275

担当課の評価

受診者数増加のために健（検）診の周知と健康行動の普及啓発の取組が課題。
新型コロナウイルス感染症の影響で医療機関への受診控えが懸念されるため、令和2年度に
ついても受診者数に影響が出る可能性がある。

（成果の概要）

成人歯科健診

平成30年度から、肝がん予防対策の強化として、40歳から60歳の5歳刻みに加えB型肝炎、C
型肝炎の感染率が高いといわれる団塊世代の65歳、70歳に対しても肝炎ウイルス検診の個
別勧奨を実施した。

健（検）診受診により、自らの健康状態を把握する機会となり健康行動の動機付けとなる。

第4次総合計画
の位置づけ

人

150

9,947

施策の展開方向政策名 基本施策名

自らの健康状態を把握することは、生涯に渡って健康的な生活習慣を獲得す
るうえで重要であるので、引き続き各種健（検）診を実施し、健康の意識付けを
行っていく。

455

H29
（決算額）

人

300

535

肝炎ウイルス検診

直近の改善点

160

(指標を設定できない理由）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきい
きと暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 11,756 9,287

R02
(予算額）

9,725

H30
(決算額）

R01
（決算額）

8,120

7,3697,3045,819うち市負担分（千円）

　（事業の目的・趣旨）

健康診査事業 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

健康に関する正しい知識の普及及び生活習慣病の発症を予防し、生涯にわたって実践できる健康的な生活
習慣の獲得を動機づけることを目的とする。

①16歳以上の市民及び生活保護受給者に対する健康診査、40歳以上の市民に対する肝炎ウイルス検診、骨粗しょう症
検診、40歳から70歳の5歳刻みとを対象とした成人歯科健診の実施。
②在宅訪問歯科健診…対象者のうち健診希望者はケアマネジャーから申請し、自宅に歯科医師が訪問し実施。健診項
目は、全身状態・機能所見・口腔清掃状況・口腔内診査・保健指導。
③平成29年度から40歳以上を対象とした胃がんリスク検査を実施。

　（事業概要等）

備考

259

人

単位

101

213

R01年度
実績値

106

560

H29年度
実績値



事務事業評価シート（概要説明書）

【事業の概要】

【事業費】

【事業実績・成果】

【これまで実施した事務の見直し点】

【課題（問題点）】

【今後の方向性】
（左記評価の理由）

食育体験活動（農業・栽培体験参加者）

R02年度
目標値

H30年度
実績値

事業実績(活動指標）・成果（成果指標）

130

改革・改善
策等の具体
的内容

課題（問題点）

A　現行どおり

R2は、三密を避けて実施することが難しい親子クッキングは行わず、各家庭でのクッキング体験を促すよう情報発信に努め
る。

55

担当課の評価

健康や食への意識が低い無関心層へのアプローチ。
新型コロナウイルス感染症拡大防止を踏まえた事業の実施。

（成果の概要）

食育体験活動（規則正しい生活習慣プログラム参加者）

各家庭で簡単に体験活動に取り組めるよう、栽培活動はプランターや土袋を使ったものに見直すことで、
新規参加者の獲得につながった。また、体験活動期間中に親子クッキングやわくわく祭などのイベントを
開催し、食育への意識が高まるよう啓発を行った。

食育体験活動については、従前の畑での体験活動からプランターを使った家庭での栽培体験に変更したことで、子ども・保
護者すべてが身近に栽培活動に関われるようになった。また参加者の保護者からも、自分で育てることにより苦手な野菜
の克服に繋がったなどの意見もあり、食育の推進が図られた。

第4次総合計画
の位置づけ

人

44

815

施策の展開方向政策名 基本施策名

食べる事は生活の基本であり、健全な体づくりをはじめ健康づくりにつながるため、食
の体験活動を中心にライフステージに応じた食育推進を行い、自分に合った食生活を
実践できる力の獲得に向け、現行の事業を引き続き継続する。

109

H29
（決算額）

人

-

144

食育体験活動（親子クッキング参加者）

直近の改善点

40

(指標を設定できない理由）

① 健康づくり推進
③誰もがすこやかにいきいき
と暮らせるまちづくり

⑤保健・医療

NO

　　　事業費総額（千円）　 864 552

R02
(予算額）

712

H30
(決算額）

R01
（決算額）

987

576507909うち市負担分（千円）

　（事業の目的・趣旨）

食育推進事業 健康づくり課担当課名事業名

項目／年度

平成21年3月に泉大津市食育推進計画を策定。平成27年3月に第2次泉大津市食育推進計画を策定。主に「体験活動」を
通して、子どもたちが食べる事の楽しさや大切さを心と体で感じ、次世代につなげていける食育をめざしている。また、食べ
る事は生活の基本であり、健全な体づくりをはじめ、健康づくりにつながる。

主な事業内容
食育推進委員会3回/年
体験活動：わくわく食育体験（栽培体験、親子クッキングなど）、はじめてクッキング、ベジたん料理教室
啓発活動：食育展1回/年、学校園所への情報発信（食育ひろば）、健診での啓発（冊子配付・人形劇実施）、就学前施設で
の啓発（出前講座）

　（事業概要等）

備考

70

人

単位

36

40

R01年度
実績値

60

130

H29年度
実績値


